
障害者の介護保障訴訟とは何か！――支援を得て当たり前に生きるために   

藤岡毅・長岡健太郎 著  現代書館 1600円＋税  ISBN978-4-7684-3526-7  A5判  164ページ 

 

 

重度の障害があっても地域で自立して暮らすため

の介護が全国どこでも平等に保障されなければな

らない。自治体ごとに大きな格差がある現実を踏

まえ、介護保障の法的権利性と、行政交渉と訴訟

の手引きをまとめた本。 

 

［著者紹介・編集担当者より］ 

障害は誰にでも起きうる普遍的現象にもかかわら

ず、長い間、障害ゆえに必要な介護や支援の多く

を一部の人や家族が負担してきた。どんな重度の

障害があっても、地域で自由に暮らすことは基本

的人権であり、障害者が基本的人権と自由を確保

するためには、介護保障が不可欠である。本書は、

具体的な事例に即して行政との交渉法、裁判での

闘い方を詳しく紹介するとともに、人権問題として

の介護保障を論述。 
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